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行
行

発
発

日月

集

毎

編

学
課敵

務
朝

総

法
学
部
、
経
営
学
部
３
年
次
生
　
で
あ
る
。

の
就
職
活
動
が
本
格
的
に
始
ま

っ

た
。２

月
１４
、

・５
日
、
本
学
６
号
館

特
設
会
場
に
お
い
て
、
「朝
日
大
学

２
０
０
５
就
職
セ
ミ
ナ
ー
」
が
開

催
さ
れ
た
。

こ
の
セ
ミ
ナ
ー
は
、
本
単
≧
コ生

の
採
用
実
績
が
豊
富
な
地
元

（東

海
地
こ

企
業
を
招
い
て
行

つ
本

学
独
自
の
合
同
説
明
会
で
あ
り
、

地
元
企
業
へ
自
分
を
売
り
込
む
場

当
日
は
、

１４
日
に
４９
社
、

１５
日

に
は
５７
社
の
参
加
企
業
が
あ
り
、

２
日
間
で
延
べ
３
０
０
名
の
学
生

が
企
業
ブ
ー
ス
に
足
を
運
び
、
企

業
担
当
者
と
述
向
し
た
。

特
設
会
場
は
リ
ク
ル
ー
ト
ス
タ

イ
ル
の
学
■
で
い
っ
ぱ
い

終
了
時
間
の
１７
時
ま
で
熱
の
こ
も

っ
た
対
話
が
続
け
ら
れ
た
。

セ
ミ
ナ
ー
終
了
後
の
企
業
担
当

者
の
学
生
に
対
す
る
反
応
は
、
い取り扱う製品の説明を受ける学生

フ こ

憂曼
1 カS

ル

4
年
の

ず
れ
も
学
生
の
熱
意
の
高
さ
に
評

価
が
集
ま
り
、
約
１
年
前
か
ら
行

っ
て
き
た
各
自
の
就
職
活
動
へ
の

備
え
の
成
果
が
感
じ
ら
れ
る
も
の

ン |こ

2
0

ン

ン て

毎
れ

O

グ
吉Б

渉
同

乗
上 旨

棄
羅

12
月
13
日

1,=ll 貴
磐

ヽ

蟹県

路     」

4ノ

田

で
あ
っ
た
。

１
月
中
旬
か
ら
大
都
市
を
中
心

と
し
て
合
同
企
業
説
明
会
が
数
多

く
開
催
さ
れ
て
お
り
、
例
年
よ
り

早
い
就
職
活
動
の
到
来
を
感
じ
さ

せ
る
。
本
学
学
生
に
は
、
自
分
の

将
来
を
見
定
め
、
よ
り
良
い
就
職

活
動
を
行
い
、
早
期
の
内
定
獲
得

を
切
に
望
む
。

※
関
連
記
事
４
面
に
掲
載
。

コ
ー
チ
が
表
彰
さ
れ
た
。

＝轡
票
曇
暮
畳
は
、
芸
術
や

ス
ポ
ー
ツ
、
産
業
な
ど

国
内
、
世
界
ト
ッ
プ
レ
ベ
ル
の
活

躍
を
し
た
団
体
、
個
人
に
贈
ら
れ

る
賞
で
、
今
回
の
受
賞
者
は
過
去

最
多
の
５５
件
で
あ
っ
た
。

フ
ェ
ン
シ
ン
グ
部
は
２
０
０
３

年
全
日
本
フ
ェ
ン
シ
ン
グ
選
手
権

大
会
女
子
エ
ペ
優
勝
、
第
５４
回
日

本
学
生
フ
エ
ン
シ
ン
グ
王
座
決
定

戦
女
子
サ
ー
ブ
ル
優
勝
の
成
績
が

引
き
続
き
、
２
年
連
続
の
受
賞
で

あ
る
。

含
体
メ
ン
バ
↓

平
田
絵
理

（法
３
年
）、
野
口
菜

緒

（経
営
３
年
）、
望
月
さ
や
か

（同
）、
中
山
成
代

（同
）、
酒
井

里
実

（算

馨

曇

３
金

、
堤
中
恵

（同
）、
後
藤
裕
希

（同
）、
荻
野

え
り
か

（同
）、
中
山
セ
イ
ラ
（同
）

松
本
亜
沙
里

（法
２
年
）、
竹
内
愛

子

（経
営
２
年
）、
藤
田
恵
子

（情

報
管
理
２
年
）

輝く笑顔の平日絵理選手 (右 )、 中山セイラ選手 (左 )

おもな内容

藍ギ姜菩呂CBTト ライアル

事前体験…………

検定試験にチャレンジ
1年生…………

法学検定で
理解度 を測る……

2

3

3

新
年
号
で
昨
年
・

は
異
常
気
象
の
年
・

で
あ
っ
た
と
書
い
・

た
が
、
そ
の
後
さ
・

ら
に
、

イ
ン
ド
洋
．

で
未
曾
有
の
大
災
・

害
が
発
生
し
て
い
ぃ

．
た
。
死
者
、
行
方
不
明
者
十
五
．

．
万
人
を
は
る
か
に
超
す
彩
し
い
”

．
数
の
犠
牲
者
を
生
じ
て
い
る
。
．

数

緯

評

辮

い
小
さ
な
島
々
は
実
際
に
は
毯
笙
Ｆ

”
の
実
態
を
把
握
す
る
こ
と
な
ど

・

”
不
可
能
で
あ
ろ
う
。
中
越
大
地
い

・
震
の
被
災
地
も
冬
将
軍
の
到
来
・

・
で
厳
し
い
生
活
を
強
い
ら
れ
て
・

・
い
る
。
屋
根
の
雪
下
ろ
し
中
に
い

・
雪
の
中
に
埋
も
れ
亡
く
な
っ
た
・

・
方
も
出
て
き
て
い
る
。
雪
の
重
・

・
み
で
押
し
潰
さ
れ
る
家
も
出
始
・

い
め
た
。
春
い
ま
だ
遠
し
と
い
う
・

い
と
こ
ろ
か
。　
一
月
十
七
日
、
阪
・

・
神
淡
路
△
房

人ヽ
か
ら
九
十
年
を
．

・
翌

え
た
。
ま
だ

密
人
の
爪
痕
は
ぃ

・
完
全
に
は
消
え
去

っ
て
は
い
な
．

．
い
が
素
晴
ら
し
い
復
興
を
成
し
ぃ

。
遂
げ
た
と
言
っ
て
も
い
い
だ
ろ
ぃ

．
う
。
逆
境
に
陥
っ
た
と
き
の
立
「

．
ち
直
り
の
早
さ
、
強
靭
さ
は
日
．

鞭

騨

一
磯

一

・
な
い
」
と
言
わ
し
め
た
エ
ネ
ル
・

・
ギ
ー
の
凄
ま
じ
さ
。
翻
っ
て
、

・

・
大
学
も
十
八
歳
人
口
？
永
続
的
・

・
減
少
と
い
う
大
案
波
の
襲
来
が
・

“
は
っ
き
り
と
レ
ー
ダ
ー
に
映
し
・

・
出
さ
れ
て
い
る
。
こ
れ
に
立
ち
・

・
向
か
う
■
不
ル
ギ
ー
を
我
々
大
・

・
学
人
は
持

っ
て
い
よ
う
か
ｃ
　

い

はなみずき
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全
国
の
国
公
私
立
８。
医
科
大

学
・大
主
医
学
部
と
２８
歯
科
本
写
・

大
学
歯
学
部
が
参
加
し
、
数
回
の

試
行

（ト
ラ
イ
ア
ル
）
を
実
施
し

て
き
た
共
用
試
験
が
２
０
０
５
年

度
か
ら
正
式
に
導
入
さ
れ
る
こ
と

と
な
っ
た
。 臨床実習開始前の共用試験が

貌1   本格実施へ   機
医
学
と
歯
学
に
お
い
て
は
、
臨

床
実
習
開
始
前
に
裂
達
し
て
お
く

べ
き
知
識

・
態
度

・
技
能
の
レ
ベ

ル
が
、
教
育
血
容
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン

と
し
て
モ
デ
ル

・
コ
ア

・
カ
リ
キ

ュ
ラ
ム
に
提
一不
さ
れ
て
い
る
。
共

用
試
験
は
、
こ
の
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン

に
準
拠
し
、
臨
床
実
習
開
始
前
に

学
生
の
知
識

・
態
度

・
技
能
の
能

力
を
評
価
す
る
こ
と
に
よ
り
、　
一

定
水
準
以
上
の
学
生
を
臨
床
実
習

に
参
加
さ
せ
る
た
め
に
大
学
自
身

が
推
進
し
て
い
る
大
学
間
共
通
の

標
準
評
価
シ
ス
テ
ム
で
あ
る
。

こ
の
共
用
試
験
は
コ
ン
ピ

ュ
ー

タ
を
用
い
た
知
識
の
総
合
的
理
解

度
を
評
価
す
る
試
験

（ω
ｏ
呂
も
〒

ご
【
Ｗ
欝
∽
①
ａ
司
①
４
一β
〕
ω
“
呵
）

歯学部 4年生に対するCBTト ライアル説明会

と
態
度

・
基
本
的
臨
床
技
能
を
評

価
す
る
客
観
的
臨
床
能
力
試
験

２
０
０
５
空
整
凶
学
部
椎
薦
入

試
合
格
者
で
入
多
士
続
き
を
完
了

し
た
者
を
対
象
と
し
た
入
学
前
相

談
会
が
ワ
月
１８
日
⑬
に
本
学
５
号

館
講
義
室
で
開
催
さ
れ
、
入
学
を

心
待
ち
に
し
た
生
徒
と
保
護
者
ら

１
０
８
名
が
参
加
し
た
。

こ
れ
は
、
近
年
の
高
等
学
校
に

お
け
る
教
育
内
容
の
多
様
化
や
、

週
５
日
制
の
完
全
実
施
に
伴
う
授

業
時
間
数
の
減
少
生
寸
の
影
響
を
受

け
、
入
学
者
の
理
数
一糸
科
目
の
未

（（）σ」ｏｏｒ浄く
ｏ
∽
お【ｒ
ｏ一毎↓ｃａ

ω
一沖コ
君
単

田
ｘ
営
お
坤お
留
沖ｏ
β
一〇

房
稜
挿
学
力
不
足
の
優
回
が
顕
著

に
な
り
、
入
学
後
の
歯
学
部
教
育

に
十
分
対
応
で
き
な
い
学
生
が
見

受
け
ら
れ
る
た
め
、
本
学
歯
学
部

教
育
課
社
の
中
で
も
特
に
１
学
年

の
教
育
内
容
に
つ
い
て
説
明
し
、

入
学
ま
で
の
時
間
を
有
意
義
に
過

ご
し
て
も
ら
う
よ
う
、
今
回
初
め

て
実
施
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
。

当
日
は
、
長
坂
信
夫
学
長
か
ら

「私
逮
は
入
学
者
全
員
を
歯
登
医

師
に
し
た
い
。
つ
い
て
は
、
医
学
・

缶
呈
あ

教
育
に
は
理
教
奉
科
日
の

基
礎
学
力
が
必
要
で
あ
る
。
入
学

ま
で
の
３
ヶ
月
間
を
そ
の
時
間
に

当
て
、
日
標
達
成
に
向
け
て
歩
み

始
め
て
欲
し
い
。
そ
の
た
め
の
サ

ポ
ー
ト
は
惜
し
ま
な
い
。」
と
の
挨

拶
に
続
い
て
、
藤
下
昌
己
歯
学
部

長
や
各
基
礎
教
育
科
目
の
担
当
教

員
か
ら
、
１
年
次
の
具
合
的
な
教

育
血
谷
と
入
学
ま
で
の
学
習
に
つ

い
て
ア
ド
バ
イ
ス
が
あ

っ
た
。
昼

食
後
は
、
個
別
面
接
や
学
生
生
活

等
の
相
談
が
行
わ
れ
、
参
加
考
か

∽
ω
画
）の
２
つ
か
ら
成
っ
て
お
り
、

そ
の
成
績
を
進
級
判
定
に
お
け
る

一基
質
的
評
価
の
一
つ
と
し
て
用
い

る
こ
と
に
な
る
。
す
な
わ
ち
、
学

生
個
人
の
共
用
試
験
の
Ｃ
Ｂ
Ｔ
お

共用試験歯学系CBT事前体験をする4年生

ら
は

「歯
登
医
師
に
な
る
た
め
の

厳
し
さ
が
わ
か
り
ま
し
た
。
が
ん

よ
び
Ｏ
Ｓ
Ｃ
Ｅ
の
成
績
結
果
と
、

各
大
学
で
実
施
す
る
独
自
の
評
価

結
果
と
を
組
合
せ
る
こ
と
に
よ
っ

て
臨
床
実
習
開
始
前
の
総
合
的
な

評
価
を
行

つ
。

ば
り
ま
す
。」
と
の
声
が
多
数
聞
か

れ
た
。

本
学
歯
学
部
で
は
臨
床
実
習
開

始
前
の
４
学
年
後
期
に
行
う
よ
う

に
準
備
を
進
め
て
お
り
、
２
０
０

６
年
度
か
ら
正
式
実
施
す
る
こ
と

と
な
る
。
　

需
畢

都

脇
阪
圭 歯科医師への道はすでに始まっている
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経
営
学
部
経
営
学
科

・
情
報
管

理
学
科
で
２
０
０
４
年
度
か
ら
実

施
さ
れ
て
い
る
新
し
い
カ
リ
キ
ュ

ラ
ム
に
伴
い
、
両
学
科
二
年
生
が

検
定
試
験
に
チ
ャ
レ
ン
ジ
し
た
。

・２
月
Ｈ
日
⑬
に
は
、
「

Ⅱ
」
に
関
連
し

た
資
格
で
あ
る

日
本
常
識
力
検

定
試
験
が
本
学

で
の
様
々
な
方

面
で
の
常
識
に

つ
い
て
の
演
習

の
合
格
は
、
法
律
科
目
の
あ
る
資

格
試
験
や
公
務
員
試
験
へ
の
足
が

か
り
と
な
る
ほ
か
、
企
業
へ
の
就

職
に
も
有
利
に
な
る
。
そ
こ
で
、

法
学
部
で
は
、
法
学
に
関
す
る
理

解
度
を
全
国
規
模
で
測
る
法
学
検

を
行

っ
て
い
る
。
今
回
の
こ
の
検

定
試
験
を
受
検
す
る
こ
と
に
よ
り

学
生
は
日
頃
の
学
習
の
成
共
を
確

認
す
る
こ
と
と
な
る
。
当
日
は
１

４
２
名
の
受
験
者
が
あ
り
、
皆
真

剣
に
問
題
に
取
り
組
ん
で
い
た
。

１
月
８
日
０
に
は
、
「英
語
Ｉ
」

定
試
験
の
意
義
を
評
価
し
、
本
学

を
団
体
受
験
会
場
と
す
る
ほ
か
、

対
策
藍
足
を
開
講

・
単
位
化
し
た

り
、
法
学
会
発
行
の
学
生
向
け
雑

に
関
連
し
た
資
格
で
あ
る
Ｔ
Ｏ
Ｅ

Ｉ
Ｃ
　
Ｂ
Ｒ
Ｉ
Ｄ
Ｇ
Ｅ
が
本
学
で

実
施
さ
れ
１
１
４
名
が
受
験
し
た
（

学
生
は
こ
の
成
績
を
参
考
に
、
２

年
生
の
習
熟
度
別
ク
ラ
ス
で
英
語

を
受
講
す
る
こ
と
と
な
る
。

羅
せ
学
部

森
一卜
堡
一一塁

誌

「法
の
い
ぶ
き
」
に
受
験
対
策

記
事
や
合
格
徳
験
記
を
掲
載
す
る

な
ど
、
そ
の
普
及
と
指
導
に
努
め

て
き
た
。
さ
ら
に
、
２
０
０
４
年

日本常識力検定試験に臨む 1年生

で

∃魯ξ:宮警宮§
た き
め る

三 旨

*朝日大学団体受験の人数には学外受験者を含まナょしヽ。

4級 〔80点満点〕

3級 〔75点満点〕

一般 コース 44点、司法 コー ス 45点、行政 コー ス 43点、企 業 コース 45点

行 政 コースのみ 43点

行政 コースのみ 42点
卒業生 3名 を含 む。

響競 績 優
朝 姿 彰 菊静

２
０
０
４
年
度
基
礎
教
育
科
目

成
績
優
秀
者
表
彰
式
が
、

１２
月
１

日
い
１２
時
半
よ
り
、
本
学
５
号
館

講
義
室
に
て
挙
行
さ
れ
た
。

度
入
学
生
か
ら
は
、
カ
リ
キ
ュ
ラ

ム
Ｌ
一左
に
伴
い
、
と
勢
煙
八
謎
星

４
科
目
を
企
業
法
務
コ
ー
ス
の
必

修
科
日

（１
年
次
開
講
）
と
す
る

と
と
も
に
、
従
来
は
資
格
取
得
支

援
制
度
の

一
環
と
し
て
合
格
者
に

疑
軍
金
を
支
給
し
て
い
た
の
を
改

め
、
一受
験
料
を
大
学
が
負
笹
す
る

こ
と
と
し
た
。
そ
の
結
果
、
４
級

を
受
験
し
た
１
年
生
の
数
は
増
加

し
た
が
、
そ
の
合
格
率
は
２
割
に

も
満
た
な
か
っ
た
。
そ
の
原
因
を

探

っ
た
上
で
、
成
果
の
上
が
る
カ

２
０
０
４
年
法
学
校
定
試
験
の
結
果

朝田大学 (団体受験)

合播 点 合格率 平均点 志願者数 受験者数 合格者数 合格 率 平均 点

2000年 7 336名 42デ黒 88 3ο/っ 46]点 109名 101名 55名 545ο/っ 390点

2001年 6 075名 36点 64]ο/ο 397点 53名 41名 15名 386% 32 3デミ

2002年 5、 794名 34点 64 2ο/っ 373点 31名 27名 14名 519% 32 7点

2003年 5.593名 36点 6299/ο 388点 50名 47名 21名 44 7ο/ο 342点

2004年 4,934名 33点 50 3ο/ο 32 8イ軍 82名 7]名 19名 26 8ο/ο 270点

全 国

受験者数 合格点 合格 率 平 均点 志願者数 合格率 平均点

20110年 8,684名 53点 68 89/ο 587点 ]3名 R]名 8名 /2/ο/ο 608点

2001年 8,749名 43～45点 *1 629D/。 48 4メ黒 87名 76名 24名 316% 316点

2002年 8.471名 41(43)点 *2 63 ]ο/ο 45 8デミ 59名 52名 15名 28 8ο/っ 338点

2003年 8 898帝ζ 43(42)点 *3 54 3ο/ο 437点 66名 *4 58名 *4 10名 17 2ο/っ 311点

2004年 7 324名 45点 49 2ο/ο 439点 24名 24名 8名 250ο/ο 38 0点

対
象
者
は

１
年
生
で
、

社
会
と
生
活

基
礎
、
英
語

基
礎

（オ
ー

ラ
ル
、
リ
ー

デ
イ
ン
グ
）、

情
報
処
理
基

礎
の
３
科
目

に
お
い
て
優

秀
な
成
績
を

修
め
た
学
生

が
客
塁
致
窪
す

学
科
か
ら
選

考
さ
れ
、
最

優
を
考担
６
名
、

優
秀
者
２８
名

が
表
彰
さ
れ
た
。

長
坂
筈
長
よ
り
、
「皆
さ
ん
は
他

の
学
生
の
模
範
と
な
る
べ
き
学
生

で
す
。
成
績
だ
け
で
は
な
く
、
礼

儀
も
わ
き
ま
え
、
リ
ー
ダ
ー
シ
ツ

プ
を
発
揮
し
て
く
だ
さ
い
。」
と
祝

辞
が
述
べ
ら
れ
た
。

リ
キ
ュ
ラ
ム
や
支
援
体
制
を
検
討

す
る
必
要
が
あ
る
が
、
多
く
の
１

年
生
に
は
時
期
尚
早
の
感
を
否
め

な
い
。

な
お
、
２
級
の
試
験
は
５
月
１６

日
①
に
す
で
に
実
施
さ
れ
た
。
２

級
は
６
科
目
に
わ
た
つ
て
高
度
な

内
容
が
出
題
さ
れ
る
た
め
、
合
格

は
非
常
に
欺
し
い
。
本
学
で
は
、

団
答
受
験
し
た
学
生
は
わ
ず
か
で

あ
り
、
合
格
者
も
出
て
い
な
い
が

２
０
０
３
年
に
は
個
人
受
験
し
た

４
年
生
に
合
格
者
が
現
れ
、
在
学

£
纂

慧

法

　

学

　

科

経

営

学

科

情
報
管
理
学
科

ビ
ジ
ネ
ス
企
画
学
科

歯
　
　
学
　
　
科

ａ

秀
慧

法

　

学

　

科

経

営

学

科

情
報
管
理
学
科

ビ
ジ
ネ
ス
企
画
学
科

歯
　
　
学
　
　
科

これからも他の学生の模範となるように学業に励んでもらいたい

外
花

挙

柄

矢
崎

篤
志

上
段
菜
々
子

大
野
　
暢
之

大
杉
　
尚
美

永
原
　
櫻
子

92647
名 名 名 名 名

中
で
の
合
格
が
決
し
て
夢
で
は
な

い
こ
と
が
証
明
さ
れ
た
。

２
０
０
５
年
の
法
学
検
定
試
験

は
４
級

・
３
級

・
２
級
の
い
ず
れ

も
ｎ
月
２。
日
０
に
実
施
さ
れ
る
。

合
格
者
の
増
加
を
期
待
し
た
い
。

（法
学
部
　
来
住
野
究
）
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・・，Ｐ中～ド
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′

年
が
明
け
て
１
か
月
、
就
職
活

動
の
準
備
も
最
終
段
階
に
入
る
こ

ろ
、
本
学
が
企
画
す
る
第
２
回
面

接
対
策
合
宿
が
２
月
８
、
９
日
、

大
垣
フ
オ
ー
ラ
ム
ホ
テ
ル
に
て
行

わ
れ
た
。

こ
の
〈
里
柘
は
、
就
職
活
動
を
問

近
に
で

え
る
ュ
芽

全

を
型

金

」

し
、
本
香
に
近
い
環
境
で
模
擬
面

接
を
保
験
す
る
こ
と
で
、
面
接
試

験
の
社
心
力
を
斎
？
」と
を
目
的

と
し
て
お
り
、
第
１
回
を
１２
月
に

実
施
、

３
月
上
旬
に
は
第
３
回
が

実
施
予
定
で
あ
る
。

今
回
は
、
豊
富
な
実
績
を
持
つ

企
業
の
採
用
コ
ン
サ
ル
タ
ン
ト
等

４
名
を
講
師
に
招
き
、
自
己
Ｐ
Ｒ
、

志
望
動
機
の
作
成
か
ら
面
接
ま
で

の
指
導
が
行
わ
れ
た
。
本
学
就
職

支
援
ス
タ
ッ
フ
、
ア
シ
ス
タ
ン
ト

ー０
名
も
泊
ま
り
込
み
で
サ
ポ
ー
ト

す
る
内
容
の
濃
い
合
宿
と
な
っ
た
（

参
加
者
は
、
法
学
部
、
経
営
学

部
の
学
生
５。
名
。
自
己
Ｐ
Ｒ
作
成
、

グ
ル
ー
プ
討
議
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
、

模
擬
面
接
そ
し
て
面
接
ビ
デ
オ
チ

エ
ッ
ク
と
休
み
な
く
ロ
ー
テ
ー
シ

ョ
ン
が
組
ま
れ
、
相
当
な
集
中
力模擬面接とはいえ緊張で顔がこわばる参加学生

を
要
す
る
ハ
ー
ド
な
内
容
で
あ
り

リ
ク
ル
ー
ト
ス
ー
ツ
姿
の
参
加
者

は
本
番
さ
な
が
ら
の
面
接
を
体
験

本
学
経
営
学
部
産
業
情
報
研
究

所
主
催
の
第
５
回
品
質
機
能
展
開

（０
「
∪
＝
Ｏ
Ｅ
離
胸帝＜
襲
ｇ
β
ｏ
Ｆ卜ｏ
‐

お
∪
①
望
ｏ
＜
Ｂ
ｏ
ュ
）
フ
オ
ー
ラ
ム

が
、
■
月
２７
日
①
午
後
１
時
半
よ

第5回ィ

QFDフォーラム開催
し
、
講
師
の
ア
ド
バ
イ
ス
に
宣
剣

に
聞
き
入

っ
て
い
た
。

就
職
試
験
の
合
否
で
面
接
試
験

の
占
め
る
割
合
は
、
い
ず
れ
の
企

業
も
８
割
程
度
と
い
わ
れ
て
お
り

第

一
印
象
の
チ
ェ
ッ
ク
、
自
己
表

現
能
力
、
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン

能
力
が
試
さ
れ
る
。
す
べ
て
の
項

目
が
、
少
し
の
注
意
と
ト
レ
ー
ニ

ン
グ
で
レ
ベ
ル
ア
ッ
プ
す
る
の
で

あ
る
。
こ
の
合
宿
で
、
参
加
者
は

そ
れ
ぞ
れ
自
己
点
検
を
行
い
、
対

策
を
講
じ
て
就
職
戦
線
に
邁
進
中

で
あ

る
。

岐
卓
県
選
抜
室
内
テ
ニ
ス
選
手
権
大
会

体
育
会
硬
蓋
廷
球
部
は
、
１
月

２９
～
３。
日
及
び
２
月
６
日
に
開
催

さ
れ
た
峡
早
県
選
抜
室
内
テ
ニ
ス

選
手
権
大
会
に
出
場
し
た
。

本
戦
に
は
選
抜
さ
れ
た
２４
人
に

加
え
、
予
選
を
勝
ち
抜
い
た
８
人

が
出
場
し
た
。

決
勝
戦
は
、
本
学
の
師
弟
対
決

と
な
り
、
松
原
茂
寿
コ
ー
チ
が
優

勝
、
小
島
忠
選
手

（経
営
２
年
）

が
準
優
勝
を
呆
た
し
た
。
松
原

コ
ー
チ
は
、
同
大
会
３
連
覇

（通

算
４
度
目
の
優
勝
）
を
成
し
遂
げ

た
。

QFDの権威 赤尾先生による講演

優勝 した松原コーチ (右 )

準優勝 した小島選手 (左 )

り
本
学
５
１
３
講
義
室
に
て
開
催

さ
れ
た
。

Ｑ
Ｆ
Ｄ
は
顧
客
の
視
点
に
基
づ

く
新
商
品
開
発
の
手
法
で
、
１
９

６
０
年
代
に
日
本
で
開
発
さ
れ
Ｊ

Ｉ
Ｓ
Ｑ
９
０
２
５
と
し
て
規
格
化

さ
れ
て
い
る
。
最
近
で
は
、
新
製

品
や
サ
ー
ビ
ス
の
企
画

・
設
計
の

段
階
か
ら
口噸
質
保
証
を
実
現
し
、

顧
客
が
満
足
す
る
品
質
を
提
供
す

る
商
品
開
菱
士
法
と
し
て
各
方
面

で
活
用
し
て
い
る
。

こ
の
フ
オ
ー
ラ
ム
は
、
Ｑ
Ｆ
Ｄ

発
展
の
た
め
に
毎
年
開
催
さ
れ
て

い
る
も
の
で
、
今
生
上度
は

「品
質

展
開
と
狭
義
の
品
質
機
語
一展
理

と
い
う
テ
ー
マ
で
開
催
さ
れ
た
。

当
日
は
約
３。
名
の
本
学
教
員
、
企

業
関
係
者
、
大
学
院
生
等
が
参
加

し
、
Ｑ
Ｆ
Ｄ
の
生
み
の
親
で
あ
る

赤
尾
洋
二
氏

（本
学
客
員
教
授
）

の
基
調
講
演
が
行
わ
れ
、
続
い
て

特
別
講
演
と
し
て
元
本
学
教
授
の

小
浦
孝
三
氏
、
事
例
発
表
と
し
て

ヤ
マ
ハ
マ
リ
ン
い
で
の
事
例
な
ど

２
件
の
Ｑ
Ｆ
Ｄ
実
践
活
動
報
上回が

行
わ
れ
た
。
閉
会
後
の
懇
親
会
で

も
企
業
で
の
Ｑ
Ｆ
Ｄ
活
動
の
様
子

や
最
近
の
Ｑ
Ｆ
Ｄ
の
進
展
な
ど
に

つ
い
て
企
業
関
係
讐伸＞兵
学
警
貝

と
で
情
釜

盤
快
が
活
発
に
行
わ
れ

た
。

,■  t

が 蒜
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中
国
、
韓
回
、
台
湾
、
オ
ー
ス

ト
ラ
リ
ア
各
国
で
開
催
さ
れ
た
日

本
語
ス
ピ
ー
チ
コ
ン
テ
ス
ト
の
優

秀
者
と
引
率
教
員

一
行
２。
名
が
、

ｎ
月
２４
日
い
本
学
に
来
学
し
た
。

本
学
で
は
、
毎
年
、
世
界
に
お

調兄雪単)劉ンヂ死卜
固

美しい日本語を披露してくれた優秀者の皆さん

け
る
日
本
語
教
育
の
発
展
を
目
的

と
し
て
、
各
国
の
日
杢
主中教
育
者

に
よ
る
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
や
、
国
際

日
本
語
ス
ピ
ー
チ
コ
ン
テ
ス
ト
な

ど
を
行

つ

「日
本
主
巾教
育
国
際
フ

ォ
ー
ラ
ム
」
を
姉
妹
校
の
明
海
大

学
と
共
催
し
て
お
り
、　
一
行
を
招

聘
し
て
い
る
。
今
回
の
訪
間
は
、

主
催
大
学
で
あ
る
本
学
学
長
へ
の

あ
い
さ
つ
に
訪
れ
た
も
の
。

当
日

一
行
は
、
長
坂
学
長
を
表

敬
訪
問
し
あ
い
さ
つ
を
交
わ
す
と
、

積
極
的
に
意
見
交
換
を
行
い
、
同

日
夜
に
は
筈
長
主
催
に
よ
る
歓
迎

夕
食
会
に
参
加
し
、
終
始
和
や
か

な
ム
ー
ド
の
中
、
流
暢
な
日
本
語

で
本
学
関
係
者
と
交
流
を
深
め
た
。

本学卒業生

四川トヨタで活躍中

一
行
は
、
日
本
滞
在
中
、
本
学

の
ほ
か
懐
早
城
や
京
都
、
東
京
な

韓
国
サ
ム
ソ
ン

ト
ヨ
タ
生
産
方
式
を
学
ぶ

韓
国
最
大
の
財
閥
企
業
で
半
導

徐
生
産
世
界

一
な
ど
、
世
界
の
ト

ッ
プ
企
業
で
あ
る
サ
ム
ソ
ン
半
導

体
い
の
管
理
職
を
中
心
と
し
た
幹

都
職
員
合
計
４。
名
が
、

１２
月
８
日

い
、

・４
日
い
の
２
回
に
分
け
て
本

学
を
訪
れ
た
。
今
回
の
来
日
は
、

日
本
の
優
れ
た
管
理
技
術
、
特
に

ト
ヨ
タ
生
産
方
式
な
ど
の
管
理
手

法
を
修
得
し
、
自
社
職
場
の
改
善

を
管
つ
目
的
で
あ
る
。

１０
日
間
の

日
程
で
中
都
地
区
を
回
り
、
そ
の

中
で
、
ト
ヨ
タ
自
動
車
、
デ
ン
ソ
ー

ア
イ
シ
ン
な
ど
ト
ヨ
タ
系
の
有
力

企
業
を
見
学
す
る
と
と
も
に
、
理

詮
血
の
進
与
を
受
け
る
た
め
に
本

学
経
営
学
部
國
澤
教
授
の
講
義
を

受
け
た
。

齋

熊

翻

辞

鈴

は
、
四
川
ト
ョ
タ
汽
車

（四
川
省

成
都
市
）
に
就
職
し
活
躍
中
で
あ

る
。
四
川
ト
ョ
タ
は
従
業
員
約
１

ど
を
観
光
し
、
無
事
ス
ケ
ジ
ュ
ー

ル
を
祭
え
帰
国
し
た
。

集
や
サ
ー
ビ
ス
業
務
、
そ
れ
に
日

本
人
技
術
者

へ
の
通
訳
、
標
準
書

や
報
二
塁
国
の
翻
訳
な
ど
を
行

っ
て

い
る
。
本
人
は

「専
門
的
な
言
葉

一
行
は

「漠
然
と
し
て
い
た
管

理
の
考

え
方

・
進
め
方
が
、
今
回

が
多
く
、
今
か
ら
勉
強
し
な
け
れ

ば
い
け
な
い
こ
と
が
多
い
。」
と
張

り
切
っ
て
お
り
、
「日
本
人
の
上
司

は
、
み
ん
な
優
し
く
暖
か
く
指
導

し
て
く
れ
る
の
で
一浪
張
れ
る
。」
と

楽
し
そ
う
で
も
あ
る
。

本
人
は
、
「大
学
院

へ
進
学
す
る

こ
と
も
考
え
た
が
、
両
親
の
希
望

も
あ
り
帰
国
し
た
。
ト
ヨ
タ
で
頑

張
り
ま
す
。」
と
積
種
的
。
羅
静
さ

ん
は
、
帰
国
後
１０
月
に
ト
ヨ
タ
の

入
社
試
験
を
受
け
合
格
し
１１
月
よ

り
同
社
勤
務
。
「ト
ヨ
タ
は
こ
れ
か

ら
中
国
で
多
く
の
工
場
を
建
て
拠

点
作
り
を
行
う
の
で
、
中
国
の
人

を
た
く
さ
ん
一辱
尼

」と
に
な
る
。

朝
日
大
学
の
留
学
生
も
私
に
続
い

て
ト
ヨ
タ
に
入
社
し
て
欲
し
い
。」

と
後
輩
へ
の
エ
ー
ル
を
述
べ
た
。

（経
せ
塁
写
部
　
國
澤
英
雄
）

わ
な
く
て
は
。」
と
い
う
感
想
を
述

べ
て
い
た
。

の
講
演
で
明

ら
か
に
な

っ

た
。
今
後
何

を
す
べ
き
か

芝
同
性
が
見

え
て
き
た
。」

な
ど
、
今
回

の
来
学
の
成

果
を
強
調
し

て
い
た
。
ま

た
、
本
学
の

学
生
に
対
し

て

「結
構
地

味
。
韓
国
の

学
生
も
見
習

２
６
０
人

（事
務
６。

人
、
工
場

縦
硼

畑
塑
詢
却

に
対
す
る

お
客
様
の

情
報
の
収

日本の管理技術を本国で生かします
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今
回
で
第
９
回
目
と
な
る
朝
日

大
学
歯
学
部
附
属
村
上
記
念
病
院

救
急
医
療
研
修
会
が
、
２
０
０
４

年
１２
月
９
日
い
１７
時
３。
分
よ
り
当

院
８
階
に
て
救
急
部
診
療
懇
長
山

田
実
貴
人
医
師
の
司
会
で
開
催
さ

れ
た
。

こ
の
研
修
会
は
、
年
１
～
２
回

程
度
医
師

ユ
査
護
師
及
び
技
師
を

中
心
に
、
日
常
救
急
医
療
に
持
わ

っ
て
い
る
当
院
の
医
療
ス
タ
ッ
フ

と
、
救
急
救
命
活
動
に
従
事
し
て

い
る
各
消
防
署
救
急
隊
員
へ
も
参

つ
い
て
」
と

「高
船
者
の
疾
息
に

つ
い
て
」
の
２
症
例
を
対
象
に
、

当
院
に
実
際
に
救
急
搬
送
さ
れ
た

患
者
様
の
初
期
印
象
、
症
状
よ
り

考
え
ら
れ
た
疾
患
、
気
を
付
け
た

こ
と
や
疑
問
点
な
ど
を
救
急
隊
員

の
方
よ
り
説
明
し
て
い
た
だ
き
、

担
当
し
た
脳
神
経
外
牲
際
師
及
び

術
環
器
内
科
睦
師
よ
り
搬
送
後
の

治
療
経
過
な
ど
に
つ
い
て
報
告
、

力
の
入
っ
た
熱
い
デ
ィ
ス
カ
イ
ン

ョ
ン
が
交
わ
さ
れ
た
。

話
題
提
供
で
は
、
昨
年
Ю
月
よ

加
を
呼
び
掛
け

行

っ
て
い
る
。

今
回
の
救
急

医
療
研
修
会
は
、

救
急
隊
員
か
ら

の
症
例
報
告
に

よ
る
検
討
会
と
、

当
院
医
師
に
よ

る
話
題
提
供
の

２
都
構
成
で
行

わ
れ
、
総
勢
７８

名
の
参
加
で
あ

っ
た
。

症
例
検
討
会

で
は
、
瞳
ｒ早
中

消
防
署
と
岐
阜

南
消
防
署
よ
り

翌
息
識
消
■
⌒に

― 静

他県の救急救命活動について報告が行われた

奪
身

引
舜
故
叡
審
籍

控
牌
幡
棒
ｒｒ
ｉ謝

り
救
急
部
に
着
任
さ
れ
た
藤
田
信

彦
医
師
よ
り
、
「兵
庫
県
に
お
け
る

ド
ク
タ
ー
カ
ー
事
業
の
紹
介
」
に

つ
い
て
報
告
さ
れ
、
他
県
に
お
け

る
救
急
救
命
活
動
に
つ
い
て
救
急

隊
員
の
方
々
も
興
味
深
く
耳
を
傾

け
、
今
後
の
参
考
に
し
て
い
き
た

い
と
話
し
て
い
た
。

も
う

一
つ
の
演
題
は

「脳
卒
中

セ
ン
タ
ー
に
つ
い
て
」
。
昨
年
１２
月

に
当
院
に
は
脳
卒
中
セ
ン
タ
ー
が

設
立
さ
れ
、
セ
ン
タ
ー
長
の
郭
泰

彦
医
師
よ
り
、
同
セ
ン
タ
ー
で
は

２４
時
間
救
名
一に
せ
心
し
、
一義
比
後

１
時
間
以
内
に
的
確
な
一診
断
の
も

と
治
療
を
開
始
で
き
る
体
制
を
と

っ
て
お
り
、　
一
般
病
棟
で
の
治
療

に
比
べ
死
亡
率
の
低
下
、
入
院
日

数
の
短
縮
な
ど
に
期
待
で
き
る
こ

と
が
説
明
さ
れ
た
。
今
回
の
研
修

人
事
消
息

姦
育
砂

退
職
〈
２
０
０
４
年
１２
月
３．
日
付
〉

各
務
正
之
、
小
見
山
洋
人

（歯
学

会
に
お
い
て
も
救
急
隊
の
方
々
と

の
交
流
を
深
め
る
こ
と
が
で
き
、

今
後
と
も
更
な
る
連
携
の
強
化
を

図
っ
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
る
。

（医
事

一
課
　
浅
野

一
男
）

都
り
と

〈
１
月
３．
日
付
〉
小
椋
明

子
（歯
学
部
助
手
Ｘ
２
月
２８
日
付
〉

毛
利
謙
三

命
埋
子
部
助
手
貰

３
月

３．
日
付
〉
来
住
野
究

（法
学
部
助

教
授
）
柏
木
良
明
、
富
川
日
広

羅
せ
学
部
一整
じ
本
国
萱
紀
、

仲
岡
佳
彦

（歯
学
部
助
手
）

採
用

〈
１
月
１
日
付
〉
山
盗
克
之

盆
凶
学
部
り
と

第
９
回
数
急
医
療
研
修
会
開
催
さ
れ
る

翔1立記念植薩
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:

I

実
学
教
育
を
重
視
す
る
本
学
に

は
資
格
取
得
支
援
制
度
が
あ
る
。

同
制
度
は
、
法
学
部
、
経
営
学
部

在
学
生
が
指
定
資
格
を
取
得
し
た

際
に
、
そ
の
資
格
の
懸
易
度
に
応

じ
た
奨
学
金
を
給
付
す
る
も
の
で

あ
る
。　
１
年
間
に
４
回
の
申
請

期
間
を
設
け
て
お
り
、
今
年
一度
の

第
２
回
、
３
回
の
申
請
状
況
を
み

る
と
、
｛里
躍

装

２
１
１
件
、
申

請
資
格
数
３６
種
類
で
あ
っ
た

（第

１
回
申
請
状
況
は
第
３．
号
参
照
）。

学
科
に
即
し
て
い
る
、

ス
キ
ル

ア
ッ
プ
、
就
職
に
つ
な
げ
る
等
、

取
得
目
的
は
様
々
で
あ
ろ
う
が
、

学
生
の
取
得
へ
の
努
力
は
今
後
の

学
生
生
活
に
も
大
い
に
役
立
つ
と

思
わ
れ
る
。
給
付
さ
れ
た
疑
革
金

を
利
用
し
、
新
た
な
資
格
取
得
へ

チ
ヤ
レ
ン
ジ
し
て
も
ら
い
た
い
。

※
第
２
回
、
３
回
学
科
別
資
格
取

得
状
況
は
表
の
と
お
り

本学は 1月 19日 に創立34周年を迎えました。

自
分
を
磨
く
資
格
取
得

金
房
砂

退
職

〈
２
月
２８
日
付
〉
加
藤
智
子

（附
属
村
上
記
念
病
院
事
務
墾
医

事

一
課
）

〈医
療
砂

附
属
病
院

退
職

〈
３
月
３．
日
付
〉
堀
直
実

（歯
科
衛
生
士
）

採
用

〈
１
月
１
日
付
〉
土
田
由
佳

（看
護
師
Ｘ

２
月
１
日
付
〉
服
都

晶
子
、
鷲
見
幸
子

（看
護
師
）

附
属
村
上
記
念
病
院

退
職

〈
２
月
２８
日
付
〉
丸
橋
賀
子

今看
護
師
）

採
用

〈
１
月
１
日
付
〉
井
尻
ひ
ろ

み

（看
護
師
）

歯
科
臨
床
研
究
所
附
属
歯
科
診
療

所退
職

〈
３
月
３．
日
付
〉
安
藤
由
香

理

（歯
科
衛
生
士
）

学科別資構取得状況 (第 2回、 3回申請分 )

※その他は、 1資格について取得者合計 4名以下の資格

資格名 主催者 法 経営
1日=草侵
管理 企 画

ビジネス
合計

ビジネス能力検定(B検 ) (財 )専修学校教育振興会 3 1] 5 34 「。8

小売商 (販売士)検定 日本商工会議所 9 21 9 4 43

MOUS検定 マイクロソフトMOUS運営事務局 5 6 3 8 22

TOEIC (財 )国際ビジネスコミュニケーション協会 2 1 4 ] 8

秘書能力検定 (社 )全国経理学校協会 5 1 ] 7

マルチメディア検定 (財)画像処理情報教育振興協会 1 5 ] 7

CG検定 (財)画像処I里情報教育振興協会 1 5 6

ビジネス実務法務検定 日本商工会議所 5 5

日本語能力試験 (財 )日 本国際教育協会 3 2 5

その他 (27貧格) 2] 3 13 13 50

合   計 55 48 47 6弓 211


